
 
おうちの人と 

一緒に読んでね 

 

 

 

 

夏
なつ

の暑
あつ

さもおさまり、吹
ふ

く風
かぜ

のさわやかさに秋
あき

の気配
け は い

を感じるようになってきました。

秋
あき

は一年
いちねん

で一番
いちばん

すごしやすい季節
き せ つ

といわれていて、様々
さまざま

なことにチャレンジできます。 

読書
どくしょ

の秋
あき

、勉強
べんきょう

の秋
あき

、スポーツの秋
あき

、芸術
げいじゅつ

の秋
あき

、食欲
しょくよく

の秋
あき

。みんなは、どんなこと 

にチャレンジしたいですか？ 

秋
あき

の生活
せいかつ

を楽
たの

しんで、心
こころ

もワクワクさせましょう♪ 

 

10月
がつ

の保
ほ

健
けん

目
もく

標
ひょう

は・・・              です！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目
め

を大切
たいせつ

にしよう 



「部屋を明るくしよう」 

 

適切な明るさで生活する 

ようにしましょう。  

暗いままで生活すると、 

目が疲れてしまいます。 

 

 

 

※視力検査の結果から、視力の低下がみられたお子さんには、「目の受診のすすめ」を 

お渡ししています。できるだけ早めに眼科を受診していただき、診察の結果を学校へ

ご提出ください。

色の見え方が異なる人に配慮した「カラーユニバーサルデザイン」が近年、社会的に推進

されてきています（公共施設・交通機関の案内表示など）。一方、学校では 2003 年度実施

の定期健康診断より「色覚検査」が必須項目からはずされ、『赤と緑』『青と紫』など特定の

色の組み合わせが見えにくいことにお子さん本人も気が付いていない場合があります。 

 先天的に色覚の特性をもつお子さんは、男子で約 5％（20人に１人）、女子では約 0.2％

（500 人に 1人）の割合でみられるとされています。色覚の特性といっても、色によって

見分けにくいことがあるという程度で、日常生活においてほとんど困ることはありません。

けれども、状況によって色を見誤り、周りから誤解を受けたり、色を扱う授業で理解できな

かったりするため、学校生活において配慮が必要です。お子さんの様子などから、色の見え

方について気になる点がありましたら、学級担任または養護教諭まで、お知らせください。

ご希望に応じて、学校で色覚検査も実施いたします。 

 

 

お子さんの目の健康のために．．． 

 

 

 

 

 

 

 

「テレビを見る姿勢に気を付けよう」 

 

寝転んで見ると、姿勢も 

視力も、悪くなります。 

座って見るようにしましょう。 

「ゲームの時間を決めよう」 
 

家族でゲームの時間を決めて 

守るようにしましょう。 

休憩をいれて連続しないで                       

やるようにしましょう。 

 

前髪が長く、目にかかっている子

どもを見かけます。髪の毛が目にか

かると視力が低下したり、目に傷が

ついたりします。短く切ることやピ

ンでとめるなどしてください。 

おうちの方へ 

 

１０月の保健行事予定 16日（月）～20日（金）視力検査・体重測定 


